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今週のキーワード

診断革新
AI・ナノ材料で診断・モニタリング革新

23
件

記事数

7
カ国

対象国

716.8
億ドル

BS市場(35)

1850
億ドル

WBL市場(30)

今週の全23記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 ナノ材料強化BS 学術レビ
ュー

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

金ナノ粒子やグラフェン等のナノ材料がバイオセンサ
ーの感度・効率を大幅向上させ、POCTやウェアラブ
ル、AI統合で個別化医療を推進する。

#02 アボットLingo CGM 製品紹介
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

アボットが非糖尿病者向けウェアラブルCGM「Lingo
」を発表。指先穿刺不要でリアルタイム血糖値を提供
し、代謝健康管理を支援。

#03 スマホ統合PNA BS 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

スマホ連携PNAプローブ電位差バイオセンサーがSAR
S-CoV-2核酸をフェムトモルレベルで高感度検出。P
OCT診断を革新。

#04 自己修復AgNW電極 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

自己修復・粘着性を持つAgNW/PBS複合電極が開発さ
れ、高伸縮性で湿潤下でも安定。頑健なウェアラブル
センサー実現へ。

#05 AI活用ペーパーBS 技術紹介
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

AIアシスト化学発光ペーパーセンサーが牛乳中のコリ
ンを迅速・高精度に定量。スマホ画像処理とMLで食品
安全POCTを推進。

#06 糖尿病技術最前線 業界ニュ
ース

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

DexcomのG7 15日用CGMがFDA承認、Medtronicは
新センサー追加。AbbottのCGM誤読問題も報じられ
、市場競争が激化。

#07 膵臓がん早期発見 研究発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

オレゴン健康科学大学がナノテクマイクロチップで膵
臓がん早期発見血液検査を開発。腫瘍ナノ粒子を分離
・捕捉し診断。

#08 AIと臓器チップ融合 学術レビ
ュー

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

AI/MLと臓器オンチップ(OOC)の統合が、複雑なOOC
データの解析を強化し、薬物発見と個別化医療を加速
する可能性。

#09 ウェアラブル市場 市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

ウェアラブル市場は2030年までに1850億ドルに成長
予測。健康・フィットネス需要、センサー技術、AI活
用が牽引。

#10 3Dフレキシブルパッチ 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

3Dプリンティングハイドロゲル製デュアルモーダルス
マートパッチが開発。生体適合性・粘着性で創傷治癒
と健康モニタリングに貢献。

#11 Google Fitbit Air 製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

Googleがディスプレイレス超軽量ウェアラブル「Fitbi
t Air」を発表。心拍・SpO2・HRVをAI「Gemini」連
携で高度に追跡。

#12 韓国肺がんナノBS 研究発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

韓国チームがAIとナノ技術融合の抗体フリー肺がんナ
ノバイオセンサーを開発。96%の診断精度で早期発見
に貢献。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13 Glucotrack埋込CGM 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Glucotrackが完全埋め込み型CGMのFDA治験機器免除
(IDE)申請を提出。糖尿病管理の負担軽減と治療変革
を目指す。

#14 最新CGM/isCGM 解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●

糖尿病リソースガイドが最新CGM/isCGMリストを更
新。Medtronicガーディアン4など、血糖管理の技術進
歩と自己管理支援を強調。

#15 BS市場グローバル 市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

バイオセンサー市場は2035年までに716.8億ドルに成
長予測。技術進歩と予防的ヘルスケア意識の高まりが
市場を牽引。

#16 ピクセラ×ライフログ 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●

ピクセラとライフログテクノロジーが協業。スマート
リングと食事アプリを連携し、AI・IoT・Web3で新
たなウェルネス体験を創出。

#17 NOKシート型BS 製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●

NOKが公共Weekでシート型生体センサーを初展示。
座るだけで心拍・血圧変動を測定し、プライバシー配
慮で医療・介護に貢献。

#18 汗利用非侵襲血糖BS 研究発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

ワシントン州立大学が汗や涙からグルコースを連続測
定する非侵襲ウェアラブル血糖センサーを開発。糖尿
病管理を革新。

#19 ブラジル膵臓がんBS 研究発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ブラジル研究者が電気化学バイオセンサーで早期膵臓
がんを10分で検出。CA19-9タンパク質を高感度識別
し、POCTを加速。

#20 2D材料ウェアラブル 学術レビ
ュー

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

グラフェン等の2D材料がウェアラブルバイオセンサー
に革新をもたらす。柔軟性、伸縮性、高感度で個別化
医療を推進。

#21 神経伝達物質BS 学術レビ
ュー

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

ナノ材料強化型電気化学センサーが神経伝達物質検出
を革新。ウェアラブル・埋め込み型で神経疾患診断・
管理を高度化。

#22 AI駆動LoC小児がん 研究発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

AI駆動型ラボオンチップ「µPharma」が小児がん薬
物感受性を4時間で予測。個別化治療の迅速決定で副
作用軽減へ。

#23 LoCバイオマーカー 学術レビ
ュー

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

ラボオンチップ(LoC)技術がバイオマーカー検出を革
新。POCT、マルチオミクス統合で精密医療を推進し
、診断性能向上。

●●●●○ 高 ●●●○○ 中高 ●●○○○ 中 ●○○○○ 低 | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 自社のウェアラブルセンサーは次世代の要求に応えられるか？
Google Fitbit Air（#11）のようなディスプレイレス・AI連携デバイスや、自己修復・粘着性材料（#04, #10, #20）の
登場は、ウェアラブルの快適性・耐久性・機能性を再定義します。自社の製品ロードマップは、これらの進化を織り込ん
でいるでしょうか？

❷ AIとナノ材料融合診断は、既存の診断事業を陳腐化させないか？
韓国の肺がんナノバイオセンサー（#12）やAI活用ペーパーセンサー（#05）のように、AIとナノ材料を融合したPOCT
診断は、高精度かつ迅速な結果を低コストで提供します。既存の診断薬・医療機器メーカーは、この波にどう対応すべき
でしょうか？

❸ 非侵襲・埋め込み型センサーの普及は、自社のビジネスモデルを変えるか？
Glucotrackの埋め込み型CGMのFDA申請（#13）や汗を利用した非侵襲血糖センサー（#18）は、糖尿病管理のパラダイ
ムを変革します。これにより、従来の消耗品ビジネスや病院中心の診断モデルは、大きな転換を迫られる可能性がありま
す。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

市場拡大 非侵襲CGMがん早期診断AI×ナノLoC

ウェア材料

国内連携 CGM誤読

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 市場拡大 機会大 巨大市場への参入機会 競争激化、技術陳腐化

● 非侵襲CGM 注意 糖尿病・健康管理市場変革 既存CGMの陳腐化リスク

● がん早期診断 注意 診断市場の新規開拓 開発競争激化、規制対応

● AI×ナノLoC 機会大 センサー性能・解析力向上 専門人材不足、開発コスト

● ウェア材料 機会大 高機能材料の需要増 開発難易度、量産性

● 国内連携 参考 国内市場での協業 グローバル競争力

● CGM誤読 脅威大 競合製品への乗り換え 信頼性低下、ブランド毀損
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深掘り ① ― 自己修復・粘着性ウェアラブル材料
#04 | 2026/05/07 | ChemRxiv | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○ データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●○○

本研究は、自己粘着性および自己修復性を持つ銀ナノワイヤ（AgNW）/ポリボロシロキサン（PBS）複合電極を用いた
新規湿度センサーを提案。皮膚に近い低ヤング率と600%までの高い伸縮性を持ち、追加接着剤なしで肌に密着。損傷
後数時間で電気伝導度（24時間で77%）と機械的特性を自律的に回復する超分子自己修復能力が特長です。

PBS材料は湿潤条件下でも優れた接着性を維持し、市販の心電図（ECG）パッチを凌駕。発汗の多い活動にも適してお
り、ウェアラブルセンサーの耐久性、快適性、信頼性を大幅に向上させる可能性を秘めています。これは、長期的な連
続モニタリングが求められる医療・健康管理分野で特に重要です。

▶ 技術者の視点

提示された自己修復率77%（24時間後）は実用レベルに近づいていますが、完全回復には至っていませ
ん。また、湿潤環境下での接着性維持は魅力的ですが、長期的な生体適合性やアレルギー反応の評価が
不可欠です。日本企業にとっては、高機能材料メーカーは次世代ウェアラブル向け素材開発の【機会】
、ウェアラブルデバイスメーカーは製品の差別化と耐久性向上への【機会】となります。一方、既存の
接着剤・封止材メーカーは、この自己修復性材料が市場に浸透した場合の【脅威】となり得ます。今後
は、量産性、コスト、そして医療機器としての認証プロセスへの対応が課題となるでしょう。特に、材
料の安定供給と品質管理体制の構築が重要です。

深掘り ② ― 完全埋め込み型CGMのFDA申請
#13 | 2026/05/07 | Investing.com | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

Glucotrack, Inc.は、外部コンポーネントなしで血糖値を連続的にモニタリングする完全埋め込み型連続血糖モニタリ
ング（CGM）技術の臨床試験開始に向け、米国FDAに治験機器免除（IDE）申請を提出しました。これは、数年にわた
るエンジニアリング作業と前臨床評価を経て行われたもので、同社のCBGM技術開発における重要な進展です。

この技術は、現在のウェアラブル型CGMや指先穿刺に伴う装着の手間や不快感を解消し、患者の日常生活における負担
を大幅に軽減する可能性を秘めています。完全に埋め込み型であるため、よりシームレスで目立たない血糖管理を実現
し、糖尿病患者の生活の質を向上させることを目指します。

▶ 技術者の視点

完全埋め込み型CGMは、糖尿病管理における究極の非侵襲性・利便性を提供し、市場を大きく変える可
能性を秘めています。FDAのIDE申請は実用化に向けた大きな一歩ですが、埋め込みデバイス特有の課
題（生体適合性、感染リスク、バッテリー寿命、交換頻度、精度維持）は依然として残ります。特に、
長期的な安定性と精度をどう確保するかが鍵です。日本企業にとっては、医療機器メーカーは次世代CG
M市場への【機会】、既存のCGMメーカーは技術革新への対応を迫られる【脅威】となります。調達部
門は、この技術の進捗を注視し、将来的なサプライチェーンの変化に備えるべきです。R&D;部門は、埋
め込み型センサーの材料、電源、通信技術に関する研究を強化する必要があります。
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深掘り ③ ― AI×ナノ技術の肺がんバイオセンサー
#12 | 2026/05/08 | ���� (Husengsinbo) | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

韓国ソウル峨山病院の研究チームは、AIベースの構造分析とナノ技術を融合し、肺がん誘発バイオマーカーを迅速かつ
高精度に検出するナノバイオセンサーキットを開発しました。このキットは抗体を使わず、特定のDNAとバイオマーカ
ーの結合による蛍光信号を発生させ、肉眼での結果確認が可能です。

診断精度は96%に達し、肺がんの早期診断に新たな道を拓きます。従来の抗体検出法と比較して、コスト削減、製造簡
素化、抗体安定性問題の回避といった利点があり、プライマリーケア施設や健診プログラムへの導入が期待されます。

▶ 技術者の視点

抗体フリーで96%という診断精度は非常に有望であり、POCTとしての実用化に大きな期待が持てます
。特に、肉眼での結果確認は医療現場での迅速な判断に貢献するでしょう。しかし、臨床試験の規模や
対象患者群、偽陽性・偽陰性の詳細なデータがまだ不明確であり、実際の臨床現場での検証が必要です
。日本企業にとっては、診断薬・医療機器メーカーは、この抗体フリー技術を自社製品に応用する【機
会】、または競合製品として認識し対策を講じる【脅威】となります。AIとナノ技術の融合は、他の疾
患バイオマーカー検出にも応用可能であり、R&D;部門は類似技術の動向を継続的に追跡し、自社技術へ
の応用可能性を検討すべきです。

その他の注目記事
アボットLingo CGM：指先穿刺不要で代謝状態をリアルタイム可視化
●●●●●●●●●○○○○○

非糖尿病者向けのCGM製品化は、健康管理市場を大きく広げる。日本の健康機器メーカーは競合・連携を検討すべき。

Google Fitbit Airの登場：ディスプレイレスで高度な健康モニタリング (Google Health)
●●●●●●●○○○○○○

ディスプレイレスという新たなコンセプトとAI連携は、ウェアラブルの主流を変える可能性。日本のデバイスメーカー
は要注目。

バイオセンサー市場 グローバル調査レポート 2026-2035 (Vertex AISearch)
●●●●●●●●●●○○○○○

2035年までに716.8億ドル規模への成長予測は、日本の材料・部品・機器メーカーにとって大きな事業機会を示す。

スマートフォン統合型PNAプローブ電位差バイオセンサー：SARS-CoV-2迅速診断に貢献 (Analytical Chemistry - ACS Publications)
●●●●●●●●○○○○○○

PNAプローブとNFCスマホ連携によるフェムトモル検出は、POCTの精度と利便性を飛躍的に向上させる画期的な技術
。

ワシントン州立大学、汗を利用した次世代非侵襲ウェアラブル血糖センサーを開発 (TECH+ (Mynavi News))
●●●●●●●●●○○○○○

汗や涙からの非侵襲血糖測定は、糖尿病患者の負担を劇的に軽減。実用化されればCGM市場の勢力図を変えるだろう。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】自己修復性・伸縮性材料（#04, #10, #20）の最新動向を調査し、自社製品への応用可能性を評価。

• 【調達】主要CGMメーカー（Abbott, Dexcom,
Medtronicなど）の製品ポートフォリオとサプライチェーン動向を確認し、リスクと機会を特定。（#02, #06,
#13, #14）

▍短期（1ヶ月）
• 【経営企画】バイオセンサー市場（#15）およびウェアラブル市場（#09）の成長予測に基づき、自社事業の
中期計画への影響を分析。

• 【R&D;】AI/ナノ材料融合型診断技術（#01, #03, #05, #07, #12, #19, #21, #22,
#23）に関する社内技術ロードマップを見直し、重点投資領域を検討。

• 【半導体PKG/EV設計】ウェアラブルセンサーの耐久性・生体適合性向上に向け、高機能材料サプライヤーとの
連携強化を検討開始。（#04, #10, #20）

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】完全埋め込み型センサー（#13）や非侵襲型センサー（#18）技術の進展を考慮し、新たなビジ
ネスモデルや投資戦略を検討。

• 【R&D;】AI・マイクロ流体・臓器オンチップ（OOC）技術（#08, #22,
#23）を活用した次世代創薬・診断プラットフォーム開発の可能性を評価。

• 【事業開発】国内デジタルヘルス企業（#16,
#17）との協業可能性を調査し、新たなウェルネスサービスや高齢者見守りソリューションへの参入を検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-09
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ナノ材料強化型バイオセンサー：臨床診断と薬物モニタリ
ングの最前線

概要

本レビューは、ナノ材料を援用したバイオセンサーの臨床診断および治療薬物モニタ
リングにおける最新の進歩と課題を解説しています。金ナノ粒子、グラフェン、量子
ドットなどのナノ材料は、感度向上、電子移動速度促進、生体分子固定化のための表

面積拡大により、バイオセンサーの効率を大幅に高めます。これらの先進的なバイオ
センサーは、炎症性タンパク質、血糖、感染症標的、がんバイオマーカーなどの早期
検出とポイントオブケア（POCT）検査に不可欠です。将来の展望として、ウェアラブ

ルデバイス、マイクロ流体ラボオンチップシステム、AI統合型センシングプラットフ
ォームへの組み込みが挙げられ、個別化医療と早期疾病検出を支援します。

公開日 2026年05月03日  International Journal of Pharmaceutical Sciences  国際



詳細

背景とナノ材料の役割

バイオセンサー技術は、医療診断、環境モニタリング、食品安全など多岐にわたる分野
で不可欠なツールとなっています。特にナノ材料の導入は、バイオセンサーの性能を画
期的に向上させました。金ナノ粒子、グラフェン、カーボンナノチューブ、量子ドット
などのナノ材料は、そのユニークな物理的・化学的特性により、センサーの感度、選択
性、応答速度を飛躍的に高めます。例えば、ナノ材料は生体分子の固定化のための広範
な表面積を提供し、電気化学的信号の伝達効率を向上させることで、微量なバイオマー
カーの検出を可能にします。これにより、従来の分析手法では困難であった早期診断や
迅速な検査が実現されつつあります。

主要な技術的進歩と応用

近年、ナノ材料を援用したバイオセンサーは、多様な臨床診断用途でその有効性を示し
ています。感染症の迅速診断では、ウイルスや細菌の核酸、抗原を極めて低い濃度で検
出できるセンサーが開発されています。がん診断においては、循環腫瘍細胞（CTC）や
特定のマイクロRNAなど、早期がんバイオマーカーの検出精度が向上し、予後予測や治
療効果モニタリングへの応用が期待されています。さらに、糖尿病管理のための連続血
糖モニタリング（CGM）や、心疾患バイオマーカーのリアルタイム検出、神経疾患に関
連する神経伝達物質のモニタリングなど、慢性疾患管理におけるその重要性も増してい
ます。治療薬物モニタリング（TDM）では、患者の体内薬物濃度を正確に測定すること
で、個別化された薬物療法を最適化し、副作用を最小限に抑えることに貢献します。



課題と将来展望

ナノ材料バイオセンサーは大きな可能性を秘める一方で、実用化にはいくつかの課題が
残されています。再現性の確保、生体認識要素（抗体や酵素など）の安定性向上、生体
サンプル中の夾雑物による干渉の抑制、そして一部のナノ材料が持つ潜在的な毒性の評
価が挙げられます。これらの課題を克服するためには、新しいナノ材料の探索、センサ
ー設計の最適化、高度なデータ解析技術（AIなど）の統合が求められます。将来的に
は、これらのバイオセンサーは、ウェアラブルデバイスやパッチ型センサー、マイクロ
流体チップと統合され、家庭や遠隔地でのリアルタイム・連続モニタリングを可能にす
るでしょう。これにより、個別化された予防医療と早期介入が促進され、医療システム
全体の効率化に貢献すると期待されています。

元記事:

https://www.ijpsjournal.com/assetsbackoffice/uploads/article/NanomaterialAssisted+Biosensors+for+Clinical+

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ijpsjournal.com/assetsbackoffice/uploads/article/NanomaterialAssisted+Biosensors+for+Clinical+Diagnosis+and+Therapeutic+Drug+Monitoring+Recent+Developments+and+Challenges.pdf


アボットLingo CGM：指先穿刺不要で代謝状態をリアル
タイム可視化

概要

Men's Journal誌は、指先穿刺なしで代謝健康状態をリアルタイムで追跡できるウェア
ラブルセンサー「アボットLingo連続血糖モニター（CGM）」を紹介しました。このデ
バイスは上腕三頭筋に装着し、最長2週間、スマートフォンに連続的な血糖値データを

提供します。スタンフォード大学の専門家も評価するLingo CGMは、食事、運動、ラ
イフスタイルが血糖値に与える影響を理解し、エネルギーレベルや食欲を最適化した
い非糖尿病患者にも有用です。本デバイスは、目立たないデザインで、サウナやアド

レナリンを伴う活動中でも血糖値の急上昇を正確に追跡できる点が特筆されます。

公開日 2026年05月05日  Men's Journal  アメリカ



詳細

革新的な非侵襲型血糖モニタリング技術

アボット社が開発したLingo連続血糖モニター（CGM）は、従来の指先穿刺を不要にす
る画期的なウェアラブルセンサーです。このデバイスは、上腕三頭筋に装着する小型の
パッチ型センサーで、最大2週間にわたり皮下間質液中のグルコース濃度を継続的に測
定し、データをスマートフォンアプリに送信します。ユーザーはリアルタイムで自身の
血糖変動を把握でき、特に食事、運動、ストレス、睡眠といった日常のライフスタイル
要因が血糖値にどのように影響するかを詳細に理解することが可能になります。

代謝健康管理への広範な応用

Lingo CGMは、糖尿病患者の血糖管理ツールとしてだけでなく、自身の代謝健康を最適
化したいと考えている非糖尿病患者やアスリートにとっても非常に有用なツールとして
注目されています。血糖値の安定は、エネルギーレベルの維持、食欲コントロール、体
重管理、そして全体的な健康増進に直結します。本デバイスは、ユーザーが日々の活動
を通じて自身の体の反応を学習し、より効果的な栄養摂取や運動習慣を確立するための
データ駆動型アプローチを提供します。スタンフォード大学ウェアラブルヘルスラボの
専門家も、その臨床グレードのデータ精度と将来性を高く評価しています。

製品の特性と将来の展望

Lingo CGMは、その目立たないデザインと使いやすさも大きな特徴です。ユーザーは日
常生活の中でほとんど意識することなく装着でき、サウナや激しい運動中でも血糖値の
正確なデータを提供します。これにより、従来の医療現場での検査だけでは捉えきれな
かった、多様な状況下での血糖変動パターンを明らかにすることが可能となります。今
後は、このような非侵襲的かつ連続的な生体情報モニタリング技術が、パーソナライズ
ドヘルスケアの基盤となり、疾病予防や健康寿命の延伸に大きく貢献していくことが期
待されます。データはユーザー自身の健康行動変容を促し、より質の高い生活へと導く
でしょう。

元記事: https://www.mensjournal.com/health-fitness/abbott-lingo-continuous-glucose-monitoring-

https://www.mensjournal.com/health-fitness/abbott-lingo-continuous-glucose-monitoring-review


review

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mensjournal.com/health-fitness/abbott-lingo-continuous-glucose-monitoring-review


スマートフォン統合型PNAプローブ電位差バイオセンサ
ー：SARS-CoV-2迅速診断に貢献

概要

本研究論文は、スマートフォンと統合されたペプチド核酸（PNA）プローブベースの
電位差バイオセンサーを提案し、SARS-CoV-2核酸のポイントオブケア（POCT）検出
に貢献します。このセンサーは、アミン磁気ビーズと静電的に中性なPNAを機能化す

ることで、特異性を高め、生体分子によるファウリングを防止します。最適条件下
で、人間の唾液のような複雑なサンプル中でも、フェムトモル範囲のSARS-CoV-2

DNAを高い感度で検出（LOD 4.9 × 10–16 M）しました。スマートフォン対応のNFC電

気化学分析器と統合されており、ポータブルで使いやすい診断ツールとしての可能性
を示しています。

公開日 2026年05月05日  Analytical Chemistry - ACS Publications  アメリカ



詳細

革新的なSARS-CoV-2 POCT診断技術の背景

SARS-CoV-2のような感染症の迅速かつ正確な診断は、公衆衛生危機管理において極め
て重要です。特に、医療現場だけでなく、地域社会や家庭でのポイントオブケア
（POCT）診断の需要が高まっています。従来のPCR検査は高精度であるものの、専門的
な設備と時間がかかるという課題がありました。この研究では、その課題を克服するた
め、スマートフォンと連携可能な新しい電位差バイオセンサーが開発されました。この
センサーは、生体分子検出における特異性と感度を向上させるためのペプチド核酸
（PNA）プローブとナノ材料の技術を統合しています。

PNAプローブとスマートフォン連携による検出原理

開発されたバイオセンサーは、アミン磁気ビーズに静電的に中性なPNAプローブを固定
化するという独創的なアプローチを採用しています。PNAはDNAやRNAと類似の構造を
持ちながら、電荷を持たないため、生体サンプル中の負に荷電した他の生体分子（タン
パク質など）による非特異的な結合（ファウリング）を効果的に抑制し、高い特異性を
実現します。SARS-CoV-2の核酸がPNAプローブに結合すると、センサー表面の電荷状
態が変化し、電位差の変化として検出されます。この電気化学的信号は、スマートフォ
ンに搭載された近距離無線通信（NFC）対応の電気化学分析器を通じて読み取られ、リ
アルタイムで結果を表示します。最適化された条件下では、人間の唾液サンプル中にお
いてもフェムトモルレベル（4.9 × 10–16 M）という極めて低い検出限界を示し、その
高い感度が実証されました。

実用化への影響と将来展望

このスマートフォン統合型PNA電位差バイオセンサーは、その操作の簡便性、複雑な生
体液への適用性、そして高い安定性という点で、感染症診断における大きな進歩を示し
ています。特別な実験室設備が不要であり、手のひらサイズのデバイスで迅速に検査が
完結するため、COVID-19のような感染症のスクリーニングや監視に理想的なツールと
なります。災害時の緊急診断、遠隔地の医療支援、あるいは自己検査キットとしての利
用など、多様なシナリオでの展開が期待されます。将来的には、このプラットフォーム
を他の感染症やバイオマーカーの検出にも応用することで、POCT診断技術の普及と公
衆衛生の向上に大きく貢献する可能性を秘めています。



元記事: https://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/acs.analchem.6c00766

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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自己修復性と粘着性を持つ銀ナノワイヤ/ポリボロシロキ
サン複合電極：頑健なウェアラブルセンサーへ

概要

本研究は、自己粘着性および自己修復性を持つ銀ナノワイヤ（AgNW）/ポリボロシロ
キサン（PBS）複合電極を用いた新規の湿度センサーを提案しています。このセンサー
は、皮膚に近い低ヤング率と600%までの高い伸縮性により、追加の接着剤なしで肌に

密着します。重要なのは、損傷後数時間で電気伝導度（24時間で77%）と機械的特性
を自律的に回復する超分子自己修復能力です。PBS材料は湿潤条件下でも優れた接着性
を維持し、市販の心電図（ECG）パッチを凌駕するため、発汗の多い活動にも適して

います。

公開日 2026年05月07日  ChemRxiv  イギリス



詳細

ウェアラブルセンサーの耐久性向上に向けた課題

ウェアラブルセンサーは、連続的な健康モニタリングやヒューマン・マシン・インター
フェースにおいて大きな可能性を秘めていますが、その実用化には耐久性、快適性、そ
して信頼性の確保が不可欠です。従来の柔軟性センサーは、繰り返しの機械的応力や湿
潤環境下での性能劣化、皮膚への接着性不足といった課題を抱えていました。特に、ス
ポーツ活動や医療用途など、動的な環境下での長期使用においては、センサーの損傷や
剥離が問題となり、測定精度の低下や製品寿命の短縮につながっていました。これらの
課題を解決するため、本研究では自己修復性と高い接着性を兼ね備えた革新的な材料シ
ステムの開発が試みられました。

銀ナノワイヤ/ポリボロシロキサン複合材料の革新性

本研究で開発されたのは、銀ナノワイヤ（AgNW）とポリボロシロキサン（PBS）を組
み合わせた複合電極を用いた自己粘着性・自己修復性湿度センサーです。PBSは、人間
の皮膚に匹敵する低いヤング率と最大600%という優れた伸縮性を持つポリマーであ
り、これによりセンサーは追加の接着層なしで肌にシームレスに密着できます。この材
料の最大の特長は、超分子相互作用に基づいた自己修復能力にあります。物理的な損傷
を受けた場合でも、材料は数時間以内に電気伝導性（24時間で77%回復）と機械的特性
を自律的に回復させることが可能です。さらに、PBSは湿潤条件下においても高い接着
強度を維持し、市販の心電図（ECG）パッチよりも優れた性能を示します。これは、汗
をかくような活動中もセンサーが肌にしっかりと留まり、信頼性の高いデータを提供で
きることを意味します。



ウェアラブル技術への影響と将来展望

この自己修復性および自己粘着性を持つ複合電極の開発は、頑健で信頼性の高いウェア
ラブルセンサーの実現に向けた重要な一歩となります。センサーの耐久性と自己回復能
力は、メンテナンスコストの削減と製品寿命の延長に貢献し、特に長期的な連続モニタ
リングが求められる医療・健康管理分野での応用が期待されます。例えば、スポーツ選
手のパフォーマンスモニタリング、慢性疾患患者のバイタルサイン追跡、高齢者の転倒
検知など、多岐にわたるシナリオでその価値を発揮するでしょう。将来的には、このよ
うな先進的な材料技術が、より快適で、目立たず、そして何よりも信頼性の高い次世代
ウェアラブルエレクトロニクスの基盤となることで、私たちの健康管理と生活の質を根
本的に変革する可能性を秘めています。

元記事: https://chemrxiv.org/doi/pdf/10.26434/chemrxiv.15002859/v1?onload=true

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/doi/pdf/10.26434/chemrxiv.15002859/v1?onload=true


AI活用ペーパーセンサー：牛乳栄養成分迅速検出の新技術

概要

本記事は、牛乳中のコリンを迅速かつ正確に定量できる新しいAIアシストバイオセン
サーに焦点を当てています。研究者らが開発したこのポータブルプラットフォーム

は、化学発光検出とスマートフォンベースの画像処理を組み合わせ、機械学習モデル
が化学発光画像を処理し、動的な撮像条件に適応して正確な定量化を可能にします。
このアプローチは従来の校正ベースの手法を凌駕し、栄養モニタリングのための信頼

性、自動化、ユーザーフレンドリーな分析を提供します。シリンジベースのサンプル
ローディング機構と使い捨てセンシングパッドを含むプロトタイプは、食品安全確保
におけるポイントオブケア展開の可能性を示しています。

公開日 2026年05月05日  AZoSensors  イギリス



詳細

食品安全と栄養モニタリングにおける課題

食品の品質と安全性は、消費者の健康と密接に関わる重要な課題です。特に牛乳のよう
な栄養価の高い食品においては、主要な栄養成分の含有量を正確に、かつ迅速に評価す
ることが求められます。しかし、従来の栄養成分分析は、高価な分析装置、専門的な技
術、そして長時間を要するラボベースのプロセスに依存していました。これにより、サ
プライチェーンの各段階や消費者の手元でのオンサイト分析は困難でした。このような
背景から、低コストで使いやすく、迅速な結果を提供できるポータブルなバイオセンシ
ング技術への需要が高まっています。この研究は、その解決策としてAIとペーパーセン
サーを組み合わせた革新的なアプローチを提案しています。

AIと化学発光を利用したコリン検出技術

本記事で紹介されているのは、牛乳中の必須栄養素であるコリンを迅速かつ正確に定量
するために開発された、AIアシスト型ペーパーバイオセンサーです。このポータブルな
センシングプラットフォームは、化学発光（Chemiluminescence）検出法とスマートフ
ォンを用いた画像処理技術を融合しています。コリンがセンサー上の試薬と反応すると
化学発光が起こり、その光の強さがスマートフォンカメラで捉えられます。特筆すべき
は、機械学習モデルがこの化学発光画像を解析する点です。これにより、光条件や背景
ノイズといった可変的な撮像条件に動的に適応し、従来の線形回帰ベースの校正手法よ
りもはるかに高精度な定量分析を可能にします。シリンジベースのサンプルローディン
グ機構と使い捨て可能なセンシングパッドを備えたプロトタイプは、現場での実用性を
強く意識した設計となっています。



ポイントオブケア分析への影響と将来展望

このAI活用型ペーパーセンサーは、食品安全および栄養モニタリングの分野におけるポ
イントオブケア（POCT）分析の可能性を大きく広げます。低コストで使い捨て可能な
設計は、専門知識を持たないユーザーでも容易に操作でき、大規模な設備投資なしにオ
ンサイトでの迅速な分析を可能にします。これにより、牛乳の生産、加工、流通の各段
階でリアルタイムの品質管理が可能となり、製品のトレーサビリティと食品安全性の向
上に貢献します。また、この技術はコリン以外の様々な食品成分や汚染物質の検出にも
応用可能であり、食料安全保障の強化、そして個別化された栄養管理へと発展する潜在
力を持っています。AIとバイオセンシングの融合は、将来的にはラボの機能を現場に持
ち込み、より民主化された科学分析を可能にするでしょう。

元記事: https://www.azosensors.com/news.aspx?newsID=16840

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azosensors.com/news.aspx?newsID=16840


糖尿病技術の最前線：最新のCGMイノベーションと市場
動向

概要

このニュースアップデートは、糖尿病技術の最新動向、特にDexcom、Abbott、
Medtronicといった主要企業からの連続血糖モニター（CGM）に焦点を当てていま
す。DexcomのG7 15日用CGMのFDA承認、MedtronicのSimplera SyncおよびInstinctセ

ンサーの追加、そしてAbbott FreeStyle Libre 3センサーに関する低血糖値の誤読問題に
対する修正通知が報じられました。また、InsuletのOmnipod 5ポンプがDexcom G7に
対応し、iPhoneから自動インスリン投与が可能になったことも紹介されています。

公開日 2026年05月04日  diaTribe.org  アメリカ



詳細

糖尿病管理技術の進化：CGMの重要性

糖尿病の管理は、患者の血糖値を正確かつ継続的にモニタリングすることが成功の鍵と
なります。連続血糖モニター（CGM）は、この点で革命的なツールであり、リアルタイ
ムで血糖変動を把握することで、より的確なインスリン投与や食事・運動計画を可能に
します。近年、CGM技術は目覚ましい進化を遂げており、より長期間の使用、高い精
度、そして他の糖尿病管理デバイスとの連携が強化されています。本記事で取り上げら
れているのは、主要なCGMメーカーが発表した最新の技術革新と市場動向であり、糖尿
病患者の生活の質を向上させる可能性を秘めています。

主要企業の最新動向と製品革新

Dexcom社は、次世代CGMであるG7の15日用モデルについてFDA承認を取得しました。
これは、従来のモデルと比較して装着期間が延長され、精度も向上している点が特徴で
す。患者はセンサー交換の頻度が減り、利便性が向上します。一方、Medtronic社は、
自動インスリン投与（AID）システム向けに、6日用Simplera Syncセンサーと15日用
Instinctセンサー（Abbott社のFreeStyle Libre技術をベース）を追加し、選択肢を広げま
した。これにより、MedtronicのMiniMed 780Gポンプシステムを使用する患者は、自身
のライフスタイルやニーズに合わせて最適なセンサーを選択できるようになります。し
かし、Abbott社からはFreeStyle Libre 3およびLibre 3 Plusセンサーについて、約300万個
のセンサーに影響する低血糖値の誤読問題に対する緊急修正通知が発行されたことも注
目すべき点です。



エコシステム統合と将来への展望

糖尿病管理技術のもう一つの重要なトレンドは、異なるデバイス間のエコシステム統合
です。Insulet社は、チューブレスパッチポンプOmnipod 5がDexcom G7に対応したこと
を発表しました。これにより、ユーザーは自身のiPhoneから直接自動インスリン投与シ
ステムを管理できるようになり、操作の簡便性と自由度が大幅に向上します。このよう
な統合は、患者が日々の血糖管理においてよりシームレスでパーソナライズされた体験
を得られることを意味します。将来的には、AIと機械学習のさらなる統合により、血糖
値の予測精度が向上し、自動インスリン投与システムの最適化が図られるでしょう。こ
れにより、糖尿病患者の負担が軽減され、より健康的で活動的な生活を送るためのサポ
ートが強化されることが期待されます。

元記事: https://diatribe.org/diabetes-technology/tech-watch-diabetes-tech-news

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://diatribe.org/diabetes-technology/tech-watch-diabetes-tech-news


ナノテクノロジーを用いた膵臓がん早期発見血液検査の展
望

概要

オレゴン健康科学大学の研究者が、早期診断が困難な膵臓がんの初期段階検出に向け
た有望なナノテク血液検査を開発しました。この革新技術は、微小電気パルスを印加
するマイクロチップを用いて、腫瘍が血流中に放出するナノ粒子を分離・捕捉しま

す。これらのナノ粒子は特定の分子シグネチャー、すなわちバイオマーカーを運び、
がんの存在を示唆します。この技術はまだ開発初期段階で、臨床応用まで約5年と見込
まれますが、診断パスウェイを大きく変革し、生存率の向上と患者負担の軽減に貢献

する可能性を秘めています。

公開日 2026年05月04日  ICT&health  オランダ



詳細

膵臓がん早期診断の喫緊の課題

膵臓がんは、その初期段階での自覚症状が乏しく、診断が非常に困難であることから、
「沈黙の殺人者」として知られています。診断が進行期に遅れることが多く、有効な治
療法が限られるため、予後が極めて不良な疾患です。膵臓がんの生存率を劇的に向上さ
せるためには、早期の段階で正確に診断できる革新的なツールの開発が喫緊の課題とな
っています。従来の画像診断や腫瘍マーカー検査では、早期がんの検出感度が十分では
ないという制約がありました。この背景から、より高感度で非侵襲的な診断アプローチ
が強く求められていました。

ナノテクノロジーを駆使した革新的血液検査

オレゴン健康科学大学の研究チームは、この課題に対し、ナノテクノロジーを応用した
画期的な血液検査法を開発しました。この技術の中核をなすのは、微細な電気パルスを
生成する特殊なマイクロチップです。このマイクロチップは、腫瘍細胞が血流中に放出
する極めて小さな「ナノ粒子」を効率的に分離・捕捉する能力を持っています。これら
のナノ粒子は、腫瘍特異的な分子シグネチャーやバイオマーカーを含んでおり、がんの
存在を初期段階で示唆する「生きた証拠」となります。本手法は、侵襲性の低い血液サ
ンプルのみで検査が可能であるため、患者への負担が少ないという大きな利点がありま
す。まだ開発の初期段階にありますが、その原理的な優位性は確立されており、将来の
臨床応用が大いに期待されています。

医療現場への影響と将来展望

このナノテク血液検査は、膵臓がんの診断パラダイムを根本的に変革する可能性を秘め
ています。早期診断が可能となれば、手術による根治的治療や、より効果的な初期治療
の選択肢が広がり、患者の生存率を大幅に改善できるでしょう。研究チームは、この技
術がルーチン的な臨床使用に導入されるまでには約5年を要すると見積もっています。
また、このマイクロチップベースの診断技術は、膵臓がんだけでなく、他の診断が困難
な種類のがん（例えば卵巣がんや初期の肺がんなど）の早期検出にも応用できる汎用性
を持っています。ナノテクノロジーと精密医療の融合は、将来的に多くの難治性がんの
早期発見と治療成績向上に貢献し、医療の未来を大きく切り開くでしょう。



元記事: https://www.icthealth.org/news/nanotech-blood-test-flags-pancreatic-cancer-early

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.icthealth.org/news/nanotech-blood-test-flags-pancreatic-cancer-early


AIと臓器チップ技術の融合：精密医療を加速する新たなプ
ラットフォーム

概要

本記事は、人工知能（AI）と機械学習（ML）を臓器オンチップ（OOC）プラットフォ
ームに統合することの変革的な可能性について議論しています。OOCシステムは、生
体センサー出力や高コンテンツイメージングから複雑な多次元データを生成するた

め、AI/ML解析に理想的です。Khuranaらのレビューは、これらの技術間の相乗的な発
展を促進し、薬物発見と個別化医療のためのより予測的で臨床的に関連性の高いプラ
ットフォーム構築を目指しています。AI/MLはOOCデータセットの分析を強化し、薬

物応答や生物学的変動性の研究を加速すると期待されています。

公開日 2026年05月02日  AIP.ORG (American Institute of Physics)  アメリカ



詳細

臓器オンチップ技術の進化と課題

臓器オンチップ（Organ-on-a-chip, OOC）技術は、マイクロ流体力学デバイス上にヒト
の臓器の生理機能を模倣した3D生体モデルを構築するもので、薬物スクリーニング、疾
患モデリング、個別化医療研究において画期的なツールとして注目されています。OOC

システムは、生細胞環境を高度に制御し、リアルタイムで生体反応をモニタリングでき
るため、動物実験の代替や従来の2D細胞培養モデルの限界を克服する可能性を秘めてい
ます。しかし、OOCプラットフォームから生成されるデータは、生体センサーの出力、
高解像度イメージング、遺伝子発現プロファイルなど、極めて複雑で多次元的であり、
その膨大な情報を効率的に解析し、生物学的な意味を抽出することが大きな課題となっ
ていました。

AI・機械学習によるデータ解析の革新

この複雑なOOCデータセットの解析能力を飛躍的に向上させるのが、人工知能（AI）と
機械学習（ML）の統合です。AI/MLアルゴリズムは、OOCプラットフォームから得られ
る多様なデータポイント（例：細胞の形態変化、代謝産物濃度、薬物動態、組織構造）
から、パターンを識別し、予測モデルを構築する能力に優れています。これにより、研
究者は手作業では困難であった膨大なデータから、薬物応答の予測、疾患メカニズムの
特定、毒性評価などの知見を迅速に引き出すことができます。Khuranaらによるレビュ
ーは、AI/MLとOOC技術のより深い統合を促進するためのフレームワークを提供し、こ
の組み合わせが薬物発見プロセスを加速し、より予測的で臨床的に関連性の高い研究プ
ラットフォームを生み出す可能性を強調しています。



精密医療への貢献と将来展望

AIとOOC技術の融合は、精密医療の実現に向けた強力な推進力となります。OOCシステ
ムが患者由来の細胞を用いて構築されることで、個々の患者の生物学的特性をより正確
に再現したモデルを提供できます。これにAI/MLが加わることで、特定の患者に対する
薬物の有効性や副作用をin vitroで高精度に予測することが可能となり、個別化された治
療戦略の策定を支援します。研究者は、AI/MLとOOCシステムのより緊密な連携が、汎
用的なモデルから患者固有の生物学的システムの理解へと移行し、個別化された予測医
療の実現に不可欠であると予測しています。将来的には、この統合プラットフォーム
が、創薬の効率化、臨床試験の成功率向上、そして最終的には患者アウトカムの改善に
大きく貢献すると期待されています。

元記事: https://www.aip.org/scilights/melding-artificial-intelligence-with-organ-on-chip-technology

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.aip.org/scilights/melding-artificial-intelligence-with-organ-on-chip-technology


ウェアラブル技術市場調査レポート：2030年までに1850
億ドル規模へ

概要

Wissen Researchが発行した最新レポートは、世界のウェアラブル技術市場が2030年ま
でに1,850億米ドルに達し、2026年から2030年の期間に年間平均成長率（CAGR）15%

で成長すると予測しています。この成長は、健康・フィットネスモニタリングへの消

費者需要の増加、センサーおよび接続技術の進歩、そしてウェアラブルデバイスの医
療システムへの統合拡大に起因します。AIを活用した健康追跡機能が主要な差別化要
因となり、ウェアラブルは臨床用途に近づいています。

公開日 2026年05月06日  Wissen Research  アメリカ



詳細

本記事はWissen Researchが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

Wissen Researchが発表した最新の市場調査レポートは、世界のウェアラブル技術市場
に焦点を当てています。本レポートは、2026年から2030年までの予測期間を対象と
し、市場の成長ドライバー、主要トレンド、セグメント別分析、地域別動向などを詳細
に分析しています。特に、健康管理、フィットネス追跡、医療診断におけるウェアラブ
ルデバイスの役割の拡大が強調されています。

主要な調査結果

レポートによると、世界のウェアラブル技術市場は2030年までに総額1,850億米ドルの
市場規模に達すると予測されており、2026年から2030年までの年間平均成長率
（CAGR）は15%と見込まれています。この堅調な成長は、健康とフィットネスに対す
る消費者の意識向上、センサー技術や接続技術（5G、IoT）の継続的な進化、およびウ
ェアラブルデバイスが医療システムに深く統合されつつあることに起因しています。人
工知能（AI）を活用した高度な健康追跡機能が製品の主要な差別化要因となっており、
ウェアラブルデバイスは消費者向け製品から臨床的に有用なツールへと進化していま
す。遠隔患者モニタリングや慢性疾患管理への応用が市場を牽引する主要な要素です。

発行会社について

Wissen Researchは、テクノロジー、ヘルスケア、消費財など幅広い業界にわたる詳細
な市場調査と分析を提供する独立系調査会社です。同社は、データ駆動型のアプローチ
と深い業界知識を組み合わせることで、顧客が戦略的な意思決定を行うための信頼性の
高いインサイトを提供しています。Wissen Researchの専門家チームは、グローバル市
場のトレンド、競争環境、新興技術の影響を評価し、包括的なレポートを定期的に発行
しています。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/wearable-technology-market-poised-for-us-185-

bn-valuation-by-2030-growing-at-15-cagr-new-report-by-wissen-research-302764573.html

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/news-releases/wearable-technology-market-poised-for-us-185-bn-valuation-by-2030-growing-at-15-cagr-new-report-by-wissen-research-302764573.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/wearable-technology-market-poised-for-us-185-bn-valuation-by-2030-growing-at-15-cagr-new-report-by-wissen-research-302764573.html


3Dプリンティングによるフレキシブルパッチ：創傷治癒
促進と健康モニタリングへの二重機能

概要

本研究論文は、3Dプリンティングを用いて開発された、ひずみ・温度のデュアルモー
ダルなフレキシブルスマートパッチを提案します。このパッチは、ハイドロゲルを材
料として使用することで、人間の組織の機械的特性と生体適合性を模倣し、機械的な

不適合や免疫拒絶を最小限に抑えます。優れた長期安定性と再現性を備え、微細な信
号の検出に適しています。エラストマーにおける低い水蒸気透過率や繊維ベースセン
サーの適合性低下といった課題を克服し、固有の粘着性と調整可能な弾性により、効

果的な健康モニタリングと創傷治癒促進を実現します。

公開日 2026年05月04日  ACS Applied Materials & Interfaces  アメリカ



詳細

フレキシブルセンサーにおける生体適合性と機能性の課題

ウェアラブルヘルスモニタリングの進展に伴い、生体信号を正確かつ快適に検出するた
めのフレキシブルセンサーの需要が高まっています。しかし、従来のフレキシブルセン
サーにはいくつかの課題がありました。例えば、シリコーンなどのエラストマー材料は
耐久性がありますが、通気性が低く皮膚の炎症を引き起こす可能性があります。また、
テキスタイルベースのセンサーは通気性に優れるものの、皮膚への密着性や機械的適合
性が劣る傾向にありました。さらに、センサーの材料が生体組織と機械的にミスマッチ
を起こすと、測定誤差が生じたり、長期間の装着で不快感や免疫反応を引き起こしたり
するリスクがありました。これらの課題を克服し、より快適で信頼性の高いウェアラブ
ルセンサーを開発することが喫緊の目標となっていました。

3Dプリンティングによるデュアルモーダルスマートパッチの開発

本研究では、これらの課題を解決するために、3Dプリンティング技術を駆使してひずみ
（Strain）と温度（Temperature）の両方を同時に測定できるデュアルモーダルなフレキ
シブルスマートパッチが開発されました。このパッチの最大の特徴は、材料にハイドロ
ゲルを使用している点です。ハイドロゲルは水分を多く含み、人間の皮膚や生体組織の
機械的特性（弾性率など）を高度に模倣できるため、皮膚との機械的な不適合を最小限
に抑え、快適な装着感と優れた生体適合性を実現します。これにより、長期間の装着で
も皮膚刺激や免疫拒絶反応のリスクが低減されます。開発されたパッチは、ひずみおよ
び温度センシングの両方において優れた長期安定性と再現性を示し、心拍、呼吸、体温
などの微細な生体信号を高精度に検出する能力を持っています。



創傷治癒促進と健康モニタリングへの影響と展望

この革新的なスマートパッチは、単なる健康モニタリングを超え、創傷治癒の促進とい
う新たな応用分野を開きます。創傷の治癒過程では、温度変化や組織のひずみ（腫れ、
動き）が重要な指標となります。このパッチを用いることで、非侵襲的に創傷部位の状
態をリアルタイムで監視し、感染の兆候や治癒の進捗を早期に検知することが可能にな
ります。さらに、その固有の粘着性と調整可能な弾性により、パッチは皮膚にしっかり
と密着し、活動的な環境下でも安定したデータを提供します。この技術は、在宅医療、
遠隔医療、慢性疾患管理、そして特に高齢者ケアにおいて、患者のQOL（生活の質）向
上に大きく貢献するでしょう。3Dプリンティング技術の進化とハイドロゲルの特性を組
み合わせることで、将来的には個々の患者に合わせたカスタマイズ可能な医療用ウェア
ラブルデバイスの実現が期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsami.6c02676

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsami.6c02676


Google Fitbit Airの登場：ディスプレイレスで高度な健康
モニタリング

概要

Googleは、ディスプレイを廃した超軽量リストバンド型ウェアラブル端末「Google

Fitbit Air」を発表しました。このデバイスは、Fitbitの理念に基づき、24時間365日の心
拍数、血中酸素ウェルネス（SpO2）、安静時心拍数、心拍変動（HRV）など、高度な

健康指標を追跡します。Google HealthコーチやAI「Gemini」と連携し、個人に合わせ
た健康管理インサイトとアドバイスを提供。最大1週間のバッテリー駆動時間で、
Google Healthアプリを通じて詳細なデータを確認できます。

公開日 2026年05月07日  Google Health  日本



詳細

新たなウェアラブルの哲学：ディスプレイレスと軽量化

Googleは、ウェアラブル市場に「Google Fitbit Air」という新たなアプローチを提示し
ました。この新しいデバイスは、従来のスマートウォッチやフィットネストラッカーが
持つディスプレイを意図的に排除し、超軽量（わずか5.2g）なリストバンド型として設
計されています。このミニマルなデザイン哲学は、「あらゆる人に役立つウェアラブル
技術を最適なデザインと価格で提供する」というFitbitの創業理念を体現するものです。
ディスプレイがないことで、ユーザーはデバイスの存在をほとんど意識することなく、
日々の活動や健康状態を自然体でモニタリングできます。この設計思想は、デバイスが
生活に溶け込み、ユーザーの意識的な操作なしに価値あるデータを提供する、よりシー
ムレスな健康管理体験を目指しています。

高度な生体センサーとAIによるパーソナライズされた健康管理

Google Fitbit Airは、その簡素な外観とは裏腹に、非常に高度な生体センサー機能を搭載
しています。24時間365日の継続的な心拍数測定に加え、血中酸素ウェルネス
（SpO2）、安静時心拍数、心拍変動（HRV）といった多様な健康指標を高い精度で追
跡可能です。これらのデータは、ユーザーの睡眠の質、ストレスレベル、心血管系の健
康状態に関する貴重なインサイトを提供します。さらに、Google Healthコーチングサ
ービスや先進的なAIモデル「Gemini」との連携により、収集された生体データは単なる
数値としてではなく、ユーザー個人のライフスタイルや健康目標に合わせた具体的なア
ドバイスや行動変容を促すインサイトへと変換されます。これにより、ユーザーは自身
の健康状態をより深く理解し、より効果的な健康習慣を築くためのサポートを受けるこ
とができます。



バッテリー持続性とエコシステムへの統合

ディスプレイレスデザインのもう一つの大きな利点は、バッテリー駆動時間の延長で
す。Google Fitbit Airは、1回の充電で最大1週間という長時間の連続使用を実現してお
り、頻繁な充電の煩わしさからユーザーを解放します。収集された全ての健康データ
は、スマートフォンアプリ「Google Health」を通じて一元的に管理され、視覚的に分
かりやすい形でユーザーに提示されます。このアプリは、Googleの包括的なヘルスケア
エコシステムの一部として機能し、将来的には他のGoogleサービスやサードパーティの
健康アプリとの連携も視野に入れています。Google Fitbit Airは、最先端のセンサー技
術、AIによるインテリジェンス、そしてユーザー中心のデザインを組み合わせること
で、デジタルヘルスケアの新たな標準を確立し、より多くの人々が手軽に健康的な生活
を送るための強力なツールとなることが期待されています。

元記事: https://blog.google/intl/ja-jp/products/devices-services/google-fitbit-air/

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://blog.google/intl/ja-jp/products/devices-services/google-fitbit-air/


韓国の研究チーム、肺がんバイオマーカーの迅速検出ナノ
バイオセンサーを開発

概要

ソウル峨山病院のイ・チャンファン教授チームは、肺がん誘発バイオマーカーを迅速
かつ高精度に検出するナノバイオセンサーキットを開発しました。このキットはAIベ
ースの構造分析とナノ技術を融合し、抗体を使わずに肺がんバイオマーカーと特定の

DNAの結合による蛍光信号を発生させます。肉眼での結果確認が可能で、診断精度は
96%に達し、肺がんの早期診断に新たな道を拓きます。この研究は、2017年に同チー
ムが報告したUSE1タンパク質バイオマーカーの臨床応用への発展です。

公開日 2026年05月08日  후생신보 (Husengsinbo)  韓国



詳細

肺がん早期診断におけるバイオマーカー検出の重要性

肺がんは、世界中でがん関連死の主要な原因の一つであり、その予後を改善するために
は早期発見が極めて重要です。しかし、初期の肺がんは症状が乏しく、診断が遅れる傾
向にあります。従来の診断法は侵襲的であったり、費用が高く、時間もかかるため、よ
り簡便で、迅速かつ高精度な早期診断ツールの開発が喫緊の課題とされていました。特
に、血液や体液中の特定のバイオマーカーを検出する技術は、非侵襲的スクリーニング
の可能性を秘めており、研究開発が活発に行われています。

AIとナノ技術を融合した新規ナノバイオセンサーキット

ソウル峨山病院のイ・チャンファン教授チームは、この課題に対し、人工知能（AI）ベ
ースの構造分析とナノ技術を組み合わせた革新的なナノバイオセンサーキットを開発し
ました。このキットの最大の特徴は、従来の抗体を用いた検出法とは異なり、抗体フリ
ーで肺がん誘発バイオマーカーを検出できる点です。具体的には、特定のDNA配列が肺
がんバイオマーカーと結合すると、蛍光信号が発生するメカニズムを利用しています。
この蛍光信号は特別な機器を必要とせず、キットを通して肉眼で直接確認できるため、
医療現場での迅速な判断に貢献します。

高い診断精度と臨床応用への展望

開発されたナノバイオセンサーキットは、96%という非常に高い診断精度を達成してお
り、肺がんの早期診断に新たな可能性をもたらすと期待されています。この研究は、
イ・チャンファン教授チームが2017年に世界で初めて肺がんバイオマーカーとして報告
したUSE1タンパク質を、実際の臨床で活用できる診断技術へと発展させたものです。
抗体フリー検出の利点は、コスト削減、製造の簡素化、そして抗体自体の安定性問題の
回避にあります。将来的には、このポータブルで使いやすい診断キットが、プライマリ
ーケア施設や健診プログラムに広く導入されることで、肺がんのスクリーニング率を向
上させ、多くの患者の命を救うことに貢献するでしょう。また、同様の技術が他の種類
のがんや疾患の早期診断にも応用される可能性を秘めており、バイオセンサー分野全体
の進化を加速させるものと期待されます。

元記事: http://www.whosaeng.com/170425

http://www.whosaeng.com/170425


収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



Glucotrack、埋め込み型CGMのFDA申請を提出：糖尿病
管理の新たな局面へ

概要

Glucotrack, Inc.は、外部コンポーネントなしで血糖値を連続的にモニタリングする完
全埋め込み型連続血糖モニタリング（CGM）技術の臨床試験開始に向け、米国食品医
薬品局（FDA）に治験機器免除（IDE）申請を提出しました。この申請は、数年にわた

るエンジニアリング作業と前臨床評価を経て行われたもので、同社のCBGM技術開発
における重要な進展とされています。この進展は、糖尿病患者の生活を改善するとい
うGlucotrackのコミットメントを示すものです。

公開日 2026年05月07日  Investing.com  日本



詳細

糖尿病管理における埋め込み型CGMの潜在力

糖尿病患者にとって、血糖値の継続的なモニタリングは不可欠ですが、現在のウェアラ
ブル型CGMや指先穿刺は、装着の手間や不快感を伴うことがあります。こうした背景か
ら、完全に埋め込み型で、外部コンポーネントなしに長期的に血糖値を測定できる技術
への期待が高まっています。Glucotrack, Inc.が開発を進める埋め込み型連続血糖モニタ
リング（CBGM）技術は、この課題を解決し、患者の日常生活における負担を大幅に軽
減する可能性を秘めています。この技術は、患者の身体内に留置され、持続的に血糖デ
ータを収集することで、よりシームレスで目立たない血糖管理を実現することを目指し
ています。

FDAへのIDE申請とその意義

Glucotrack, Inc.は、この革新的な埋め込み型CGM技術の臨床試験を開始するため、米国
食品医薬品局（FDA）に治験機器免除（Investigational Device Exemption, IDE）申請を
提出しました。IDE申請は、未承認の医療機器をヒトで試験する許可を得るために必須
の手続きであり、その提出は、デバイスが前臨床試験で安全かつ有望な結果を示し、ヒ
トでの安全性と有効性を評価する段階に進む準備が整ったことを意味します。同社の社
長兼最高経営責任者であるポール・V・グード氏は、今回のIDE提出を、数年にわたる綿
密なエンジニアリング作業、前臨床評価、および設計開発の集大成であり、CBGM技術
開発における画期的な進展であると述べています。これは、Glucotrackが糖尿病患者の
生活の質を向上させるという強いコミットメントを持っていることの証左でもありま
す。



将来展望と糖尿病治療への影響

完全に埋め込み型のCGM技術が実用化されれば、糖尿病管理のあり方を根本的に変える
可能性があります。患者は、日々の血糖測定の手間から解放され、より自由で活動的な
生活を送ることができるようになります。これにより、治療の遵守率が向上し、血糖コ
ントロールが改善され、長期的な合併症のリスク低減に貢献することが期待されます。
また、医師にとっても、より連続的で詳細な患者データを活用できるようになるため、
個々の患者に合わせた治療計画の最適化が可能になります。Glucotrackの技術がFDAの
承認を経て市場に導入されれば、現在のCGM市場における主要プレイヤーとの競争を加
速させるとともに、非侵襲的または低侵襲的な血糖モニタリング技術全体の発展を促す
でしょう。これは、糖尿病治療における利便性、精度、そして患者エンパワーメントを
次のレベルへと引き上げる重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://jp.investing.com/news/company-news/article-93CH-1524325

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://jp.investing.com/news/company-news/article-93CH-1524325


最新CGM/isCGMリスト：糖尿病ケアの技術進歩と自己管
理支援

概要

糖尿病リソースガイドが、最新のインスリン製剤早見表2026-2027の公開に合わせ
て、持続血糖測定器（CGM）に関する情報を更新しました。CGMは皮下間質液中のグ
ルコース濃度を連続的に測定・記録するセンサーで、Medtronicのガーディアン4スマ

ートCGMシステムなどが掲載されています。センサーは最長7日間測定可能であり、
糖尿病患者の血糖管理に不可欠なツールとして、技術進歩と患者の自己管理支援の重
要性を示しています。

公開日 2026年05月01日  糖尿病リソースガイド  日本



詳細

糖尿病管理における持続血糖測定器（CGM）の役割

糖尿病の適切な管理には、血糖値の動態を正確に把握することが極めて重要です。従来
の指先穿刺による血糖測定は、その時点の血糖値しか捉えられず、日中の変動や夜間の
低血糖リスクを見逃す可能性がありました。これに対し、持続血糖測定器（CGM:

Continuous Glucose Monitoring）は、皮下間質液中のグルコース濃度を連続的に測定
し、そのデータをリアルタイムまたは間欠的に提供します。これにより、患者は自身の
血糖変動パターンを深く理解し、食事、運動、投薬などの生活習慣が血糖値に与える影
響を把握できるようになります。この技術は、糖尿病患者の血糖コントロールを最適化
し、合併症のリスクを低減するために不可欠なツールとして広く認識されています。

最新のCGM/isCGMデバイスと機能

糖尿病リソースガイドは、最新のインスリン製剤早見表2026-2027の公開と同時に、持
続血糖測定器（CGM）および間欠的持続血糖測定器（ isCGM: intermittently scanned

CGM）に関する情報を更新しました。この更新されたリストには、Medtronicのガーデ
ィアン4スマートCGMシステムのような先進的なデバイスが含まれています。これらの
システムに用いられるセンサーは、最長で7日間連続してグルコース濃度を測定・記録
することが可能です。ガーディアン4スマートCGMシステムは、予測低血糖アラート機
能を備えており、低血糖が起こる前に患者に警告を発することで、危険な状況を未然に
防ぐ手助けをします。また、他のデバイスとの連携により、自動インスリン投与システ
ム（AID）の一部としても機能し、より高度な血糖管理を実現します。



糖尿病治療の進歩と自己管理の強化

CGM技術の進化は、糖尿病治療におけるパラダイムシフトをもたらしています。患者
は、自身の血糖データをリアルタイムで確認できるだけでなく、クラウドベースのプラ
ットフォームを通じて医療従事者とデータを共有し、より個別化されたアドバイスや治
療計画を受けられるようになりました。これにより、患者の自己管理能力が向上し、治
療への積極的な参加が促されます。また、医療従事者は、より客観的かつ詳細なデータ
に基づき、患者一人ひとりに最適な治療法を提案できるようになります。糖尿病リソー
スガイドによる定期的な情報更新は、最新の技術動向を患者や医療従事者に提供し、糖
尿病ケア全体の質の向上に貢献するものです。将来的には、さらなる非侵襲化、マルチ
バイオマーカー検出、AIによる予測機能の強化が進み、糖尿病管理はよりパーソナライ
ズされ、患者にとって負担の少ないものへと進化していくでしょう。

元記事: https://dm-rg.net/guide/CGM_iCGM_list

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://dm-rg.net/guide/CGM_iCGM_list


バイオセンサー市場 グローバル調査レポート 2026-2035

概要

Vertex AISearchが発行したグローバル市場調査レポートによると、バイオセンサー市
場は2035年までに716.8億ドルに達すると予測されています。この成長は、バイオセン

サーの感度と選択性を向上させる技術的進歩、および予防的ヘルスケアへの意識の高
まりによって加速される見込みです。医療診断、環境モニタリング、食品安全など多
岐にわたる分野での応用が、市場の持続的な成長を支える主要因です。特にポイント

オブケアテストや使い捨てデバイスへの技術採用が増加し、臨床診断セグメントの成
長を牽引しています。

公開日 2026年05月02日  Vertex AISearch  日本



詳細

本記事はVertex AISearchが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

Vertex AISearchが発行した「バイオセンサー市場 グローバル調査レポート 2026-2035」
は、世界のバイオセンサー市場の包括的な分析を提供しています。本レポートは、2026

年から2035年までの長期予測期間にわたり、市場規模、成長トレンド、技術革新、主要
なアプリケーション分野、地域別市場動向、および主要プレイヤーの戦略を詳述してい
ます。予防的ヘルスケアの重視と診断技術の進歩が市場成長の主要因として挙げられて
います。

主要な調査結果

調査レポートによると、世界のバイオセンサー市場は2035年までに716.8億米ドルとい
う大規模な市場に成長すると予測されています。この著しい成長は、主にバイオセンサ
ーの感度と選択性を飛躍的に向上させる技術的進歩によって加速されると分析されてい
ます。具体的には、ナノテクノロジー、マイクロ流体技術、人工知能（AI）の統合がセ
ンサー性能を向上させ、より迅速で正確な検出を可能にしています。また、疾病の早期
発見と健康維持に対する人々の意識の高まり、すなわち予防的ヘルスケアへの注力が市
場拡大の重要な推進力となっています。バイオセンサーは、血糖モニタリング、感染症
診断、がんバイオマーカー検出といった医療診断に加え、水質・空気質モニタリングな
どの環境分野、食品の品質・安全検査など、極めて多様な分野での応用が進んでおり、
これらの多岐にわたる用途が市場の持続的な成長を支える基盤となっています。特に、
迅速な結果が求められるポイントオブケア（POCT）テストや、交差汚染リスクを低減
する使い捨てデバイスへの技術採用の増加が、臨床診断セグメントの成長を強く牽引し
ています。



発行会社について

Vertex AISearchは、バイオテクノロジー、ヘルスケア、情報技術（IT）分野における深
い専門知識を持つ先進的な市場調査会社です。同社は、AIを活用した高度な情報収集と
データ分析ツールを駆使し、市場のトレンド、技術革新、競争環境に関する精緻なイン
サイトを提供しています。Vertex AISearchは、顧客が複雑な市場を理解し、戦略的な意
思決定を行うための信頼性の高い情報源となることを目指しています。

元記事: https://troy-

technical.jp/%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B5%E3%83%BC%E5%B

%E3%82%B0%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%AB%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%83%AC%E3%

2026-2035/

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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ピクセラとライフログテクノロジーが共創：ウェアラブル
と食事データで新たなウェルネス体験へ

概要

株式会社ピクセラは、健康管理アプリ「カロミル」運営のライフログテクノロジー株
式会社と、食事・睡眠・活動データを活用した新たなウェルネス体験を共創すると発
表しました。この協業では、「カロミル」の食事記録・栄養解析技術とピクセラグル

ープのスマートリング「Re・De Ring」、ポイ活アプリ「EveryPoint」、AI・IoT・
Web3構想を組み合わせます。ユーザーが日々の健康行動を楽しく継続し、価値化でき
るサービスの創出を目指しており、Re・De Ringによる睡眠・コンディション・運動状

態の可視化とEveryPointによる行動のポイント化が進められます。

公開日 2026年05月08日  PR TIMES (株式会社ピクセラ)  日本



詳細

デジタルヘルスケアにおけるデータ統合の重要性

近年、人々の健康意識の高まりとともに、個人の健康データを活用したウェルネスサー
ビスへの需要が拡大しています。食事、睡眠、運動といった日々のライフログデータ
は、個人の健康状態を多角的に把握し、パーソナライズされた健康管理や行動変容を促
す上で不可欠な情報です。しかし、これらのデータはこれまで個別のデバイスやアプリ
ケーションに散在し、統合的な分析や活用が難しいという課題がありました。このよう
な背景から、異なる種類の健康データをシームレスに連携させ、新たな価値を創出する
デジタルヘルスプラットフォームの構築が求められています。

ピクセラとライフログテクノロジーの協業：データ融合による新ウェルネス体験

株式会社ピクセラとライフログテクノロジー株式会社は、この課題解決に向けた戦略的
な共創を発表しました。ライフログテクノロジーが運営する健康管理アプリ「カロミ
ル」は、AIによる食事記録と栄養解析において高い実績を持ち、強固な食事データ基盤
を有しています。一方、ピクセラグループは、睡眠やコンディション、運動状態を可視
化するスマートリング「Re・De Ring」や、ユーザーの健康行動をポイントとして「価
値化」するポイ活アプリ「EveryPoint」を展開しています。今回の協業では、これらの
異なる強みを持つデータを融合させ、AI、IoT、Web3といった先端技術の構想も組み合
わせることで、ユーザーが日々の健康行動をより楽しく、継続的に、そして価値ある体
験として積み重ねられるような新たなウェルネス体験の創出を目指します。具体的に
は、Re・De Ringが収集する身体活動や睡眠の質のデータと、「カロミル」の食事デー
タを連携させ、AIが個人に最適な健康アドバイスを提供することで、よりパーソナライ
ズされた健康増進を可能にするでしょう。



ヘルスケアエコシステムの拡大と将来展望

この共創は、単なるデータ連携に留まらず、広範なヘルスケアエコシステムの構築を目
指しています。Re・De RingとEveryPointの連携により、ユーザーは健康目標達成や良い
習慣の継続に対してポイントを獲得し、これを実生活で利用できるというゲーミフィケ
ーション要素が導入されます。これにより、健康行動へのモチベーションが向上し、長
期的なエンゲージメントが促進されると期待されます。さらに、AIとWeb3技術の統合
は、データの安全性とユーザーのデータ主権を強化し、分散型ウェルネスプラットフォ
ームの可能性を広げるでしょう。このような取り組みは、予防医療、個別化医療、そし
て持続可能な健康社会の実現に大きく貢献するものであり、デジタルヘルスケア分野に
おける新たなビジネスモデルとサービス価値の創出を加速させると考えられます。

元記事: https://pixela-group.jp/press/2026/20260508.html

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pixela-group.jp/press/2026/20260508.html


NOK、ウェアラブルエコーセンサーとシート型生体セン
サーを公共Weekで初展示

概要

NOK株式会社は、「自治体・公共Week 2026」に出展し、オフィス向け吸音パネルに
加え、ウェアラブルエコーセンサーとシート型生体センサーを初展示すると発表しま
した。シート型生体センサーは、座るだけで心拍数や血圧変動を測定し、異常をスマ

ートフォンに通知します。カメラ不使用でプライバシーに配慮し、医療・介護現場の
人手不足解消や高齢者の健康管理に貢献が期待されます。NOKは今後も公共領域の課
題解決に技術で貢献する方針です。

公開日 2026年05月08日  PR TIMES (NOK株式会社)  日本



詳細

公共分野におけるヘルスケアテクノロジーの需要

高齢化社会の進展と医療・介護現場の人手不足は、世界中で共通の深刻な社会課題とな
っています。特に、高齢者の健康状態を継続的にモニタリングし、異常を早期に発見す
ることは、健康寿命の延伸と医療費の抑制に直結します。しかし、従来のモニタリング
方法は、デバイスの装着の煩わしさ、プライバシーへの懸念、あるいは専門的な知識が
必要となるなど、様々な課題を抱えていました。このような背景から、日常生活に自然
に溶け込み、ユーザーに負担をかけず、プライバシーに配慮した簡便かつ高精度なヘル
スケアテクノロジーへの需要が公共分野において急速に高まっています。

NOKが展示する革新的な生体センサー技術

NOK株式会社は、「自治体・公共Week 2026」にて、公共分野の課題解決に貢献する複
数の新製品を発表しました。その中でも特に注目されるのが、ウェアラブルエコーセン
サーとシート型生体センサーです。ウェアラブルエコーセンサーは、超音波技術を活用
し、非侵襲的に体内の生体情報を取得することを目的としています。一方、シート型生
体センサーは、その設置場所と検出方法において革新的なアプローチを採用していま
す。このセンサーは、椅子やベッドのシートに組み込むことができ、ユーザーがただ座
るだけで心拍数や血圧の変動といったバイタルサインを測定します。特筆すべきは、カ
メラを使用しないため、プライバシーへの配慮が非常に高い点です。センサーが異常な
状態を検知した際には、自動的にスマートフォンなどの連携デバイスにアラートを通知
する機能を備えており、遠隔地にいる家族や医療従事者が迅速に対応できる体制を構築
できます。



社会課題解決への貢献と将来展望

NOKが発表したこれらの生体センサー技術は、医療・介護現場が直面する人手不足の問
題を緩和し、高齢者の健康管理を効果的に支援する大きな可能性を秘めています。座る
だけで健康状態をモニタリングできるシート型センサーは、高齢者自身がデバイスの装
着を忘れたり、拒否したりするリスクを低減し、継続的な見守りを実現します。また、
プライバシーを尊重した設計は、ヘルスケア技術に対する社会的な受容性を高める上で
非常に重要です。NOKは、現場の声に耳を傾け、技術を通じて公共領域における課題解
決に貢献していく方針を示しています。将来的には、これらのセンサー技術がスマート
シティ構想や地域包括ケアシステムに組み込まれ、より安全で健康的な社会の実現に不
可欠なインフラとなることが期待されます。さらなるデータの統合とAI解析により、疾
病の予防と早期介入が強化され、社会全体の福祉向上に貢献するでしょう。

元記事: https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000145.000096493.html

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000145.000096493.html


ワシントン州立大学、汗を利用した次世代非侵襲ウェアラ
ブル血糖センサーを開発

概要

ワシントン州立大学の研究者らが、汗や涙といった非伝統的な体液からグルコースレ
ベルを連続的に測定できる革新的なウェアラブルバイオセンサーを開発しました。こ
の技術は、従来の侵襲的な血糖検査に代わる、快適で便利な非侵襲的代替手段を提供

します。マイクロニードルや信号増幅技術の活用により、不快感を最小限に抑えつつ
高精度なデータを提供。糖尿病管理における日常の健康モニタリングや早期異常検知
を根本から変革する可能性を秘めています。

公開日 2026年05月02日  TECH+ (Mynavi News)  日本



詳細

糖尿病管理における非侵襲型血糖モニタリングの必要性

糖尿病患者にとって、血糖値の継続的なモニタリングは、適切な治療計画を立て、合併
症のリスクを低減するために不可欠です。しかし、従来の指先穿刺による血糖測定は痛
みや不快感を伴い、また既存の連続血糖モニター（CGM）も皮下へのセンサー挿入が必
要なため、一部のユーザーには身体的負担となります。このため、より快適で、日常生
活に自然に溶け込む完全に非侵襲的な血糖モニタリング技術の開発が、長年にわたる研
究課題でした。ワシントン州立大学の研究者たちは、この課題に対し、汗や涙といった
「非伝統的な」体液からグルコースを測定する革新的なアプローチを提示しました。

汗を用いた次世代ウェアラブル血糖センサーの技術的特徴

ワシントン州立大学で開発された新しいウェアラブルバイオセンサーは、汗や涙に含ま
れるグルコース濃度を連続的に、かつ非侵襲的に測定することを可能にします。この技
術の核心は、生体液中の微量なグルコースを効率的に捕捉・検出するセンサー設計と、
信号増幅技術の組み合わせにあります。特に、マイクロニードル技術の採用が示唆され
ており、これにより皮膚の最表面に近い層から体液を微細に採取し、測定に必要な感度
を確保しつつ、痛みや皮膚刺激を最小限に抑えることが可能です。センサーは柔軟な素
材で作られており、身体に密着して長時間快適に装着できるため、ユーザーはデバイス
の存在をほとんど意識することなく、リアルタイムで自身の血糖変動を把握できます。

糖尿病管理とヘルスモニタリングへの影響と将来展望

この次世代非侵襲ウェアラブル血糖センサーの登場は、糖尿病管理を根本的に変革する
可能性を秘めています。患者は、煩わしい指先穿刺やセンサー交換から解放され、より
ストレスの少ない形で血糖値をモニタリングできるようになります。これにより、治療
の遵守率が向上し、より積極的な自己管理が促されるでしょう。また、この技術は糖尿
病患者だけでなく、予防医療や健康意識の高い一般消費者にも拡大し、血糖スパイクの
可視化による食生活改善や運動習慣の最適化にも貢献すると期待されます。将来的に
は、このような非侵襲型バイオセンサーが他のバイオマーカーの検出にも応用され、心
拍数、ストレスレベル、脱水状態など、多岐にわたる健康指標を統合的にモニタリング
する複合型ウェアラブルデバイスへの発展が見込まれます。これは、個別化医療と予防
医療の推進における重要な一歩となるでしょう。



元記事: https://troy-

technical.jp/%E3%83%AF%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%B3%E5%B7%9E%E7%AB%8B%E5%A

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://troy-technical.jp/%E3%83%AF%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%B3%E5%B7%9E%E7%AB%8B%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E3%80%81%E6%B1%97%E3%82%92%E5%88%A9%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%9F%E6%AC%A1%E4%B8%96%E4%BB%A3%E9%9D%9E%E4%BE%B5%E8%A5%B2/
https://troy-technical.jp/%E3%83%AF%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%B3%E5%B7%9E%E7%AB%8B%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E3%80%81%E6%B1%97%E3%82%92%E5%88%A9%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%9F%E6%AC%A1%E4%B8%96%E4%BB%A3%E9%9D%9E%E4%BE%B5%E8%A5%B2/


ブラジル研究者、早期膵臓がん検出バイオセンサーを開
発：CA19-9タンパク質を迅速に検出

概要

ブラジルのサンパウロ大学の研究者らが、早期膵臓がんを検出できる電気化学バイオ
センサーを開発しました。このデバイスは、膵臓がんの主要なバイオマーカーである
CA19-9タンパク質を、患者の血液中から低濃度で識別します。既存のELISA検査より

簡便で、安価、迅速な代替手段を提供し、専門ラボや熟練した人員が不要です。セン
サーはCA19-9糖タンパク質が抗体に結合する際のキャパシタンス変化を測定し、約10

分で結果が得られ、早期診断を大幅に加速します。

公開日 2026年04月22日  EurekAlert!  アメリカ



詳細

膵臓がん早期発見の現状と課題

膵臓がんは、発見が遅れる傾向にある最も致死率の高いがんの一つであり、その早期診
断は生存率を劇的に向上させる鍵となります。現在の主要な診断法では、症状が進行し
てから発見されることが多く、有効な治療オプションが限られています。腫瘍マーカー
としてCA19-9（糖鎖抗原19-9）が知られていますが、その検出には時間とコストがか
かるELISA（酵素免疫測定法）が一般的で、専門のラボと熟練した技術者を必要としま
す。このような現状は、定期的なスクリーニングやポイントオブケア（POCT）での迅
速な診断を妨げており、より簡便で、安価かつ迅速な診断ツールの開発が強く求められ
ていました。

電気化学バイオセンサーによるCA19-9の高感度検出

ブラジルのサンパウロ大学の研究者たちは、この喫緊の医療ニーズに応えるため、革新
的な電気化学バイオセンサーを開発しました。このデバイスは、膵臓がんの重要なバイ
オマーカーであるCA19-9タンパク質を、患者の血液中から非常に低い濃度で、かつ高
感度で検出することができます。センサーの動作原理は、CA19-9糖タンパク質がデバ
イス表面に固定化された特定の抗体に結合する際に生じる電気的なキャパシタンス（静
電容量）の変化を測定することに基づいています。この「鍵と鍵穴」のような特異的な
結合メカニズムにより、ターゲットのCA19-9のみを高精度で識別することが可能で
す。最も注目すべきは、このセンサーがわずか約10分で結果を提供できるという点で、
従来のELISA検査と比較して診断時間を大幅に短縮します。



診断パラダイムへの影響と将来展望

この新しい電気化学バイオセンサーは、膵臓がんの早期診断を大きく加速し、患者の予
後を改善する可能性を秘めています。従来の複雑なラボ検査に代わり、よりシンプル
で、安価、そして迅速な診断を可能にすることで、広範なスクリーニングへの道を開き
ます。特に、専門的な設備が限られた地域や、迅速な意思決定が必要な医療現場での応
用が期待されます。研究チームは、CA19-9を血液だけでなく、尿や唾液といったさら
に非侵襲的なサンプルで分析するための追加センサーの開発も進めており、これによ
り、よりアクセスしやすく包括的なスクリーニングツールが実現されるでしょう。この
技術は、膵臓がんだけでなく、他の疾患の早期診断にも応用できる可能性があり、バイ
オセンサー技術が精密医療に貢献する強力なツールとなる未来を示唆しています。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1125368

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1125368


ウェアラブル生体モニタリングにおける2D材料の進歩

概要

このレビューは、ウェアラブルバイオセンサーのための2D材料の進歩を強調していま
す。グラフェンなどの2D材料は、その柔軟性と伸縮性により、人体への適合性が高

く、機械的変形下でも高性能を維持します。これらは、大きな表面積、調整可能な電
気伝導度、迅速な応答時間、高感度、生体適合性、優れた機械的強度といった特性を
提供します。合成方法と柔軟な電子システムへの統合が探究されています。小型化、

高精度、実世界での性能検証には課題が残るものの、連続的リアルタイムモニタリン
グを通じて健康モニタリングと個別化医療を革新する可能性を秘めています。

公開日 2026年04月15日  npj Flexible Electronics (from PMC, NIH)  アメリカ



詳細

ウェアラブル生体モニタリングにおける材料科学の課題

ウェアラブルデバイスは、個人の健康状態を継続的にモニタリングし、疾病の早期発見
や予防医療に貢献する大きな可能性を秘めています。しかし、生体適合性、柔軟性、伸
縮性、そして長期間にわたる安定した性能という点で、従来の材料には限界がありまし
た。特に、皮膚の動きに追従し、不快感なく装着できる「コンフォーマブル（適合
性）」なセンサーの実現は、材料科学における重要な課題です。硬い従来の電子材料で
は、身体の動きによってセンサーが損傷したり、皮膚との接触が失われたりするリスク
があり、測定の信頼性が低下するという問題がありました。

2D材料がもたらす革新：グラフェンとその特性

このレビューでは、グラフェンをはじめとする二次元（2D）材料が、ウェアラブルバイ
オセンサーの分野に画期的な進歩をもたらしている点が強調されています。2D材料は、
その原子レベルの薄さと卓越した結晶構造により、他に類を見ない物理的・化学的特性
を備えています。具体的には、以下のような特徴が挙げられます。

高い柔軟性と伸縮性: グラフェンなどの2D材料は、極めて高い柔軟性と伸縮性を持つ
ため、人体のような複雑な形状や動きに容易に適合し、機械的変形下でも高い性能を
維持できます。これにより、皮膚に密着した状態で連続的な生体信号を正確に捉える
ことが可能となります。

大きな表面積: 高い表面積対体積比は、生体分子の固定化サイトを増やし、センサー
の感度と選択性を向上させます。

調整可能な電気伝導度: 優れた電気伝導性を持ち、生体分子との相互作用に応じて電
気信号を効率的に伝達・変化させることができます。

迅速な応答時間と高感度: 微量なバイオマーカーや生理的変化を迅速かつ高感度に検
出する能力があります。

生体適合性: 毒性が低く、生体環境下での使用に適しています。

優れた機械的強度: 薄くても非常に丈夫であり、耐久性のあるウェアラブルデバイス
の設計に貢献します。

レビューでは、これらの2D材料の様々な合成方法や、柔軟な電子システムへの統合手法
が詳細に探究されています。



課題と個別化医療への展望

2D材料を用いたウェアラブルバイオセンサーは大きな進歩を遂げているものの、実用化
に向けてはまだいくつかの課題が残されています。デバイスのさらなる小型化、長期に
わたる測定の高精度化と高再現性の確保、そして実際の生体環境下でのセンサー性能の
徹底的な検証（バリデーション）が挙げられます。特に、複雑な生体液中の夾雑物によ
る干渉の排除や、センサーの安定性維持は重要な研究領域です。これらの課題を克服す
ることで、2D材料ベースのウェアラブルバイオセンサーは、血糖値、心拍数、ストレス
ホルモン、感染症マーカーなど、多様な生理的パラメータを連続的かつリアルタイムで
モニタリングする能力を持ち、予防医療や個別化医療を根本的に革新する可能性を秘め
ています。これは、患者の健康状態をより詳細に理解し、早期介入を可能にするための
重要な基盤となるでしょう。

元記事: https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13016482/

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13016482/


神経伝達物質診断の電気化学センサー：感度、選択性、リ
アルタイムモニタリングの革新

概要

このレビュー論文は、神経伝達物質検出のための電気化学センサー技術の最新の進歩
を議論し、感度、選択性、リアルタイムモニタリング能力の向上に焦点を当てていま
す。グラフェン、カーボンナノチューブ、金属ナノ粒子といったナノ材料の統合がセ

ンサー性能を劇的に向上させ、非常に低濃度での正確な検出を可能にしました。柔軟
でウェアラブル、埋め込み型センサーの開発は、神経伝達物質レベルの継続的かつ非
侵襲的なモニタリングを促進しています。多重センサーの進歩により、複数の神経伝

達物質を同時に検出できるようになり、神経疾患診断と管理への包括的なアプローチ
を提供します。

公開日 2026年03月24日  Open Exploration  中国



詳細

神経疾患診断における神経伝達物質モニタリングの重要性

神経伝達物質は、脳内の神経細胞間で信号を伝達する化学物質であり、そのバランスの
乱れはパーキンソン病、アルツハイマー病、うつ病、統合失調症など、様々な神経疾患
の発症や進行に深く関与しています。これらの疾患の早期診断、病態進行のモニタリン
グ、および治療効果の評価には、神経伝達物質レベルを正確かつリアルタイムで検出す
る技術が不可欠です。しかし、脳内という複雑な生体環境下で、微量な神経伝達物質を
高感度かつ高選択的に検出することは、長年にわたる大きな課題でした。従来の分析手
法は侵襲的であったり、時間がかかったりするため、より優れた診断ツールの開発が強
く求められていました。

電気化学センサーにおける感度・選択性・リアルタイム性の革新

このレビュー論文は、神経伝達物質検出のための電気化学センサー技術における最新の
画期的な進歩に焦点を当てています。最大の革新は、グラフェン、カーボンナノチュー
ブ、金属ナノ粒子といった多様なナノ材料の統合です。これらのナノ材料は、そのユニ
ークな電気的、物理的、化学的特性により、センサーの表面積を拡大し、電子移動速度
を向上させ、生体分子の固定化効率を高めます。これにより、センサーの感度は劇的に
向上し、アセチルコリン、ドーパミン、セロトニンなどの神経伝達物質をフェムトモル
からピコモル範囲という非常に低い濃度で正確に検出することが可能になりました。ま
た、ナノ材料の導入は、複雑な生体サンプル中の他の分子からの干渉を排除し、神経伝
達物質に対する高い選択性を実現する上でも重要な役割を果たしています。さらに、柔
軟でウェアラブル、そして埋め込み型センサーの開発が進むことで、患者への負担を最
小限に抑えつつ、神経伝達物質レベルの継続的かつリアルタイムなモニタリングが現実
のものとなりつつあります。



多重センサー技術と精密医療への貢献

電気化学センサーの分野におけるもう一つの重要な進歩は、多重センサー技術の開発で
す。これは、単一のデバイスで複数の異なる神経伝達物質を同時に検出することを可能
にします。脳内の神経伝達物質システムは複雑に相互作用しているため、単一の神経伝
達物質だけでなく、複数の物質のバランスを同時に評価することは、神経疾患のより包
括的な理解と診断に不可欠です。このような多重検出能力は、神経疾患の病態メカニズ
ムの解明を加速し、個別化された治療戦略の策定を支援します。レビューでは、高い選
択性、長期的な安定性、複雑な生体環境下での信頼性確保といった課題が依然として残
っていることが指摘されていますが、これらの進歩はリアルタイムでのポイントオブケ
ア（POCT）モニタリングを可能にし、患者アウトカムを改善し、個別化医療を促進す
る上で大きな潜在力を持つと結論付けています。将来的には、これらのセンサーが、神
経疾患の予防、診断、治療の各段階で不可欠なツールとなるでしょう。

元記事: https://www.explorationpub.com/Journals/ebmx/Article/101363

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.explorationpub.com/Journals/ebmx/Article/101363


AI駆動型「ラボオンチップ」プラットフォーム：小児がん
治療の当日決定を目指す

概要

ユタ大学ハントマンがん研究所の研究者らが、AI駆動型「ラボオンチップ」プラット
フォーム「µPharma」を開発しました。これは、標的療法薬に対するがん細胞の感受
性を迅速に予測することを目的とし、侵攻性小児がんであるT細胞急性リンパ性白血病

（T-ALL）の小児患者向けに当日治療決定を可能にすることを目指しています。プラッ
トフォームは患者のがん細胞を微細スケールで自動収集・解析し、従来の複数日かか
る方法と比べ、4時間以内に結果を提供。不必要な治療と有害な副作用を減らす可能性

を秘めています。

公開日 2026年03月20日  Huntsman Cancer Institute | University of Utah Health  アメリカ



詳細

小児がん治療における迅速な治療決定の重要性

小児がんは、その治療において成人のがんとは異なるデリケートな課題を抱えていま
す。特に、T細胞急性リンパ性白血病（T-ALL）のような進行の速い侵攻性がんでは、診
断後いかに早く、その子供に最も効果的で副作用の少ない治療法を選択できるかが、治
療成績と長期的な予後に直結します。従来の薬物感受性試験は数日から数週間を要する
ことが多く、その間にも病状は進行し、患者は不必要な治療や有害な副作用に晒される
リスクがありました。この喫緊の課題に対し、ユタ大学ハントマンがん研究所の研究者
たちは、革新的なAI駆動型「ラボオンチップ」プラットフォームの開発に挑みました。

AIとデジタルマイクロ流体を融合した「µPharma」プラットフォーム

開発された「µPharma」と呼ばれるAI駆動型「ラボオンチップ」プラットフォームは、
標的療法薬に対するがん細胞の感受性を極めて迅速に予測するために設計されていま
す。このプラットフォームの核心は、微細な患者がん細胞を自動的に収集・解析するデ
ジタルマイクロ流体技術と、そのデータをリアルタイムで解釈し治療予測を行う人工知
能（AI）の統合にあります。デジタルマイクロ流体は、液体の精密な制御を可能にし、
手作業による液体処理ステップを自動化することで、サンプル量と試薬の要件を大幅に
削減し、ヒューマンエラーを最小限に抑えます。この自動化されたマイクロスケール分
析により、µPharmaは、従来の数日かかる方法と比較して、わずか4時間以内に薬物感
受性の結果を提供できます。これにより、治療開始までの時間を劇的に短縮し、病状の
進行を抑制するとともに、患者の個別特性に合わせた最適な治療法を迅速に特定するこ
とが可能になります。



小児がん患者への影響と将来展望

「µPharma」プラットフォームは、特にT-ALLのような侵攻性小児がんの患者にとっ
て、治療パラダイムを根本的に変革する可能性を秘めています。治療薬に対するがん細
胞の感受性を当日中に把握できることで、医師は患者一人ひとりに最適な標的療法を迅
速に開始できるようになります。これにより、効果の低い治療を回避し、不必要な副作
用に子供たちが苦しむことを減らすことができます。小児がんは、成人のがんと異な
り、化学療法の長期的な影響が成長・発達に大きく影響するため、治療の最適化は特に
重要です。この技術は、個別化医療の進展を加速し、小児がん患者の生存率と生活の質
を向上させる大きな一歩となります。将来的には、このAI駆動型ラボオンチッププラッ
トフォームが、小児がん以外の様々な疾患の迅速診断や個別化治療選択に広く応用さ
れ、医療全体の効率と有効性を高めることが期待されます。

元記事: https://healthcare.utah.edu/huntsmancancerinstitute/press-releases/2026/03/ai-powered-lab-

chip-platform-may-enable-same-day-treatment-decisions

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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ラボオンチップ技術：バイオマーカー検出の進歩、実用応
用、そして未来の展望

概要

このレビュー記事は、マイクロ流体デバイスに複数の分析プロセスを統合するラボオ
ンチップ（LoC）技術がバイオマーカー検出にもたらす変革的役割を探ります。マイク
ロファブリケーションと流体力学の進歩により、高感度、迅速分析、携帯性を特徴と

する自動化アッセイの開発が進みました。LoCシステムは、早期がんスクリーニング、
感染症診断、リアルタイム健康モニタリングに応用され、特に影響力があります。マ
ルチオミクスアプローチとの統合は、複雑な疾患メカニズム解明能力をさらに高め、

精密医療を推進します。材料科学、デバイスアーキテクチャ、システム統合の継続的
な革新が、LoCシステムの診断性能、費用対効果、信頼性を向上させると期待されま
す。

公開日 2026年03月04日  Biosensors and Bioelectronics (from PubMed)  中国



詳細

ラボオンチップ技術の進化と診断への影響

ラボオンチップ（LoC）技術は、マイクロスケールのデバイス上に複数の分析プロセス
を統合することで、従来の大型検査装置が必要とした多くの機能を手のひらサイズのチ
ップ上で実現します。この技術革新は、医療診断、環境モニタリング、食品安全など
様々な分野で変革をもたらしています。特に、LoCはバイオマーカー検出の分野でその
真価を発揮し、疾病の早期発見、病態のモニタリング、個別化医療の推進に不可欠なツ
ールとなりつつあります。マイクロファブリケーション技術と精密な流体力学制御の進
歩が、高感度、迅速分析、そして高い携帯性を特徴とする自動化されたアッセイシステ
ムの開発を可能にしました。

バイオマーカー検出における主要な応用と技術的優位性

LoCシステムは、バイオマーカー検出において複数の主要な応用分野で大きな影響力を
持っています。その一つが「早期がんスクリーニング」です。血液や尿といった微量な
サンプルから、循環腫瘍細胞（CTC）や特定のマイクロRNAなどのごく微量ながんバイ
オマーカーを高感度に検出することで、がんの早期発見率を向上させます。次に「感染
症診断」です。LoCは、ウイルスや細菌の核酸、抗原、抗体を迅速に検出できるため、
パンデミック時の迅速なスクリーニングや、遠隔地でのポイントオブケア（POCT）診
断に極めて有効です。さらに「リアルタイム健康モニタリング」においても、ウェアラ
ブルセンサーや埋め込み型デバイスと統合することで、血糖値、心拍数、ストレスホル
モンなど、様々な生理的パラメータを継続的にモニタリングし、疾病の予防と管理に貢
献します。LoCの技術的優位性は、微量サンプルでの分析、分析時間の短縮、試薬消費
量の削減、そして自動化によるヒューマンエラーの低減にあります。



精密医療への貢献と未来展望

LoC技術は、マルチオミクスアプローチ（ゲノミクス、プロテオミクス、メタボロミク
スなど）との統合により、その能力をさらに高めています。これにより、複雑な疾患メ
カニズムをより詳細に解明し、個々の患者の生物学的特性に基づいた精密医療の推進に
不可欠な情報を提供できます。材料科学、デバイスアーキテクチャ、およびシステム統
合における継続的な革新は、将来的にLoCシステムの診断性能、費用対効果、そして信
頼性を一層向上させることが期待されています。例えば、AIや機械学習との融合によ
り、LoCが生成する膨大なデータをリアルタイムで解析し、診断精度をさらに高めるこ
とが可能になるでしょう。将来的には、LoCシステムは、家庭での自己診断キットから
高度な臨床検査室、そして遠隔医療まで、多様な医療現場で不可欠な存在となり、健康
管理と疾病治療のあり方を根本から変革する潜在力を秘めています。

元記事: https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/41614591/
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